
　
さ
ら
に
、
配
当
を
出
資
金
に
振
り

替
え
て
頂
け
れ
ば
、
経
営
基
盤
の
充

実
に
つ
な
が
る
利
点
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
　
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
林

業
振
興
課
や
県
森
林
組
合
連
合
会
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
総
代
の
皆
様
に

は
、
是
非
ご
賛
同
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
議
案
第
十
二
号
で
は
、
森

林
組
合
系
統
運
動
方
針
に
沿
っ
た
、

二
〇
三
〇
年
度
ま
で
の
『
烏
川
流
域

森
林
組
合
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
ご
審

議
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
職
業
と
し
て
誇
り
の
持
て

る
林
業
、
職
場
と
し
て
遣
り
甲
斐
の

あ
る
森
林
組
合
の
在
り
方
、
そ
し
て
、

森
林
行
政
と
協
調
し
て
組
合
活
動
の

成
果
を
如
何
に
組
合
員
に
還
元
で
き

る
か
を
、
若
手
職
員
の
意
見
も
活
か

し
つ
つ
議
論
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
き

ま
し
て
も
、
関
係
各
位
の
今
後
の
見

守
り
と
、
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
森
林
の
育
成
・
保
護
・

森
林
資
源
の
活
用
と
い
う
、
私
共
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
の
大
き
さ
を
改
め

て
認
識
し
、
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね

る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
て
、
第

二
十
一
回
総
代
会
開
会
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

  

第
二
十
一
回

　 

通
常
総
代
会
開
催

榛
名
文
化
会
館
　
　
　
　

令
和
四
年
六
月
二
十
三
日

　
総
代
会
提
出
議
案

○
第
一
号
議
案

　
令
和
三
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借

　
対
照
表
、
損
益
計
算
書
並
び
に
剰

　
余
金
処
分
案
承
認
に
つ
い
て

○
第
二
号
議
案

　
令
和
四
年
度
事
業
計
画
書
承
認
に

　
つ
い
て

○
第
三
号
議
案

　
経
費
の
賦
課
金
額
及
び
賦
課
金
徴

　
収
時
期
決
定
に
つ
い
て　

○
第
四
号
議
案

　
造
林
補
助
金
取
扱
い
手
数
料
率
決

　
定
に
つ
い
て

○
第
五
号
議
案

　
一
組
合
員
に
対
す
る
債
務
保
証
の

　
最
高
限
度
決
定
に
つ
い
て

○
第
六
号
議
案

　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ

　
い
て

○
第
七
号
議
案

　
役
員
報
酬
決
定
に
つ
い
て

○
第
八
号
議
案

　
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
金
融
機
関

　
決
定
に
つ
い
て

　
特
に
、
林
産
事
業
に
お
い
て
は
高

崎
市
当
局
の
手
厚
い
ご
支
援
に
よ
り
、

高
性
能
機
械
の
導
入
を
す
す
め
、
年

間
一
万
㎥
の
目
標
達
成
ま
で
も
う
一

歩
の
と
こ
ろ
ま
で
生
産
を
伸
ば
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
高
崎
市
当
局
の
ご
理
解
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
三
年
度
に
お
け
る
組

合
の
事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
会
議
案
の
な
か
で
詳
し
く
ご
報
告

致
し
ま
す
が
、
一
〜
二
件
、
私
か
ら

ご
説
明
申
し
上
げ
て
ご
理
解
を
頂
き

た
い
事
案
が
ご
ざ
い
ま
す
。　
　
　

先
ず
第
一
点
は
、
出
資
金
に
対
す
る

配
当
を
実
施
し
、
配
当
金
に
よ
っ
て

増
資
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
い
う
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
期
も
事
業
的
に
は
、
対
前
年
比

一
一
五
・
九
％
の
増
収
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
一
方
、
組
合
員
は
十
二

名
減
の
一
、
七
九
六
名
と
、
つ
い
に

一
八
〇
〇
名
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
い
か
に
組
合

員
意
識
を
高
め
、
組
合
事
業
に
関
心

を
持
っ
て
頂
く
か
は
、
大
き
な
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
組
合
員
さ
ん

へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が
重
要
で

あ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
今
、
た

と
え
僅
か
で
も
配
当
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
組
合
活
動
へ
の
関
心
を

高
め
て
頂
く
こ
と
も
有
効
な
方
策
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
次
第
で
す
。

 
令
和
四
年
六
月
二
十
三
日
開
催

  
第
二
十
一
回
総
代
会
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
　
　

市
川
　
平
治

　
本
日
は
、
高
崎
市
長
富
岡
賢
治
様
、

県
西
部
環
境
森
林
事
務
所
長
剣
持
則

之
様
を
始
め
、
ご
来
賓
多
数
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
烏
川
流
域
森
林
組
合
第

二
十
一
回
通
常
総
代
会
を
開
催
で
き

ま
す
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
　
多
少
の
落
ち
着
き
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
猛
威
を
振
る
う
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
万
全
の
対
策
を
と
り

つ
つ
、
こ
う
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
っ

た
ご
来
賓
、
総
代
各
位
を
始
め
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
二
年
間
の
ブ
ラ

ン
ク
を
挟
ん
で
の
対
面
開
催
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
間
、
関
係
各
位
の
ご

指
導
ご
協
力
を
頂
き
、
ほ
ぼ
順
調
に

組
合
の
運
営
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ

と
を
先
ず
も
っ
て
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。
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